
(1) 令和５年（2023年）６月１日　第489号

　
先
頃
、
国
立

社
会
保
障
・
人 

口

問

題

研

究

所

が

我

国

の

将
来
推
計
人
口
数
を
発
表
し

た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
現
在
の

総
人
口
・
１
億
２
４
０
０
万

人

に

対

し

２

０

３

０

年

に

一
億
１
６
０
０
万
人
、
２
０
６
０

年
に
は
８
６
０
０
万
人
に
ま
で

減
少
す
る
と
言
う
。
ま
た
生
産

年
齢
人
口
（
十
五
歳
～
六
五
歳
）

は
46
％
減
の
４
４
０
０
万
人
に

減
少
す
る
と
い
う
。

　
国
の
経
済
が
人
口
、
と
り
わ

け
生
産
年
齢
人
口
に
左
右
さ
れ

る
こ
と
は
経
済
学
の
常
識
。
予

測
通
り
な
ら
ば
、
こ
の
国
の
経

済
は
間
違
い
な
く
破
綻
し
、
恐

ら
く
最
貧
国
の
仲
間
入
り
と
な

ろ
う
。
昨
今
、
政
府
が
少
子
化

対
策
に
躍
起
に
な
り
「
異
次
元

の
対
策
」
な
ど
と
言
い
出
す
の

も
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。

　
た
だ
、
人
口
減
少
は
40
年
前

か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
こ
と
で

あ
り
、
こ
の
予
測
は
、
政
治
が

無
策
で
あ
っ
た
結
果
と
言
え
る
。

そ
れ
故
、
遅
す
ぎ
る
感
も
す
る

が
無
策
よ
り
は
ま
だ
ま
し
な
こ

と
は
間
違
い
な
い
。

　
さ
て
、
そ
の
異
次
元
の
取
組

だ
が
報
道
で
は
、
現
在
施
行
さ

れ
て
い
る
各
種
手
当
の
増
額
が

中
心
に
な
る
ら
し
い
。
少
子
化

対
策
の
根
幹
は
、
①
結
婚
で
き

る
環
境
、
②
産
め
る
環
境
、
③

育
て
る
環
境
の
抜
本
的
改
善
に

あ
る
こ
と
は
今
や
自
明
。

　
そ
れ
は
賃
金
、
労
働
時
間
、

保
育
・
教
育
、
男
女
問
わ
ず
仕

事
と
家
庭
が
両
立
で
き
る
環
境

な
ど
社
会
全
般
に
わ
た
る
改
善

を
意
味
し
て
い
る
。
政
治
は
、

い
い
加
減
、
た
だ
お
金
を
バ
ラ

撒
け
ば
何
と
か
な
る
わ
け
で
は

な
い
こ
と
に
早
く
気
付
い
て
欲

し
い
も
の
だ
。

6月15日（木）　18時30分頃より
新型コロナウイルス感染拡大状況、天候により中止も
ありますので、商協QRコードで確認してください。

毎月第３木曜日は

　
玄
洋
小
学
校
で
は
、
５
月
２

日
（
火
）
に
歓
迎
遠
足
で
長
垂

海
浜
公
園
に
行
き
ま
し
た
。

　
遠
足
の
前
に
歓
迎
集
会
を
お

こ
な
い
、
入
学
し
て
き
た
１
年

生
に
向
け
て
各
学
年
が
歓
迎
の

言
葉
や
歌
等
を
送
り
ま
し
た
。

ま
た
、
１
年
生
か
ら
も
お
礼
の

言
葉
を
返
し
て
、
ど
の
学
年
も

あ
た
た
か
な
気
持
ち
に
な
る
も

の
で
、
と
て
も
楽
し
い
時
間
で

し
た
。

　
５
月
12
日
（
金
）
午
後
６
時

半
よ
り
八
仙
閣
今
宿
店
に
て
「
玄

洋
校
区
各
種
団
体
・
歓
送
迎
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
昨
年
同
様
に
参
加
人
数
を

絞
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た

が
自
治
協
議
会
や
校
区
関
係
団

　
４
月
19
日
、
今
宿
商
工
業
協

同
組
合
（
通
称
＝
今
宿
商
協
）

の
第
64
期
通
常
総
会
が
Ｊ
Ａ
福

岡
市
今
宿
支
店
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
県
会
議
員
を
は
じ
め
多
数
来

賓
が
臨
席
さ
れ
る
な
か
昨
年
度

の
活
動
報
告
・
決
算
報
告
承
認

後
、
今
年
度
の
事
業
計
画
、
①

商
協
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
さ
ら
な

る
充
実
及
び
積

極
的
な
活
用
、

②
「
今
宿
タ
イ

ム
ズ
」
の
月
１

回
の
定
期
発
行
、

③
「
ま
つ
り
今

宿
」
納
涼
花
火

大
会
の
開
催
、

④
「
今
宿
海
道

市
」
に
つ
い
て

は
第
２
弾
を
検

討
し
必
要
に
応

じ
て
開
催
、
⑤

　
令
和
５
年
４
月
29
日
今
宿
校

区
自
治
協
議
会
の
総
代
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
長
挨
拶
で
は
、
昨
年
か
ら

の
活
動
再
開
で
賑
や
か
に
な
っ

　
令
和
５
年
度
の
玄
洋
校
区
自

治
協
議
会
総
代
会
は
、
４
月
23

日
に
玄
洋
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
に
関
す
る
公
民
館
の
利

用
変
更
に
伴
い
、
人
数
制
限
の

緩
和
を
行
い
ま
し
た
。
各
種
団

体
に
も
案
内
状
を
出
し
た
結
果
、

社
会
福
祉
協
議
会
会
長
等
の
出

席
が
あ
り
ま
し
た
。

　
歓
迎
遠
足
は
、
１
年
生
は
６

年
生
と
手
を
つ
な
い
で
、
他
の

学
年
は
ク
ラ
ス
ご
と
に
並
ん
で
、

青
空
の
な
か
長
垂
海
浜
公
園
ま

で
歩
い
て
行
き
ま
し
た
。
６
年

生
は
、
１
年
生
の
手
を
引
い
て
、

が
ん
ば
っ
て
と
優
し
く
声
か
け

し
て
い
ま
し
た
。
５
月
の
晴
天

の
道
を
歩
い
て
い
る
と
、
だ
ん

だ
ん
と
体
が
汗
ば
ん
で
き
ま
し

た
が
、
海
岸
線
を
歩
く
と
潮
風

が
気
持
ち
よ
く
当
た
っ
て
き
ま

し
た
。

　
１
年
生
と
６
年
生
が
公
園
に

到
着
す
る
と
、
先
に
着
い
て
い

た
２
～
５
年
生
が
整
列
を
し
て

お
迎
え
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

次
は
、
待
望
の
お
弁
当
時
間
。

各
自
が
持
っ
て
き
た
シ
ー
ト
に

座
っ
て
、
み
ん
な
で
楽
し
く
話

し
な
が
ら
、
お
弁
当
を
お
い
し

く
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後

も
み
ん
な
で
遊
ん
で
、
楽
し
い

１
日
で
し
た
。

体
、
玄
洋
中
学
校
、
小
学
校
の

校
長
先
生
や
教
頭
先
生
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
さ
ん
、
ま
た
西
区
役
所

地
域
支
援
課
の
方
な
ど
総
勢
41

名
の
方
々
が
参
加
さ
れ
、
賑
や

か
で
楽
し
い
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
会
の
冒
頭
、
髙
松
自
治
協
議

会
会
長
の
挨
拶

が
あ
り
、
次
い

で
松
崎
社
会
福

祉
協
議
会
会
長

の
乾
杯
の
音
頭

で
懇
親
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。

司
会
進
行
は
自

治
協
議
会
の
矢

野
副
会
長
が
行

い
ま
し
た
。

　
今
年
度
は
地

域
支
援
係
長
の
薦
田
さ
ん
が
異

動
に
な
り
、
後
任
の
水
戸
係
長

と
共
に
参
加
さ
れ
ご
挨
拶
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
玄
洋
中
学
校
の

小
柳
教
頭
先
生
、
玄
洋
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
竹
内
会
長
、
合
原

副
会
長
を
始
め
、
今
年
度
か
ら

交
代
さ
れ
た
町
内
会
長
さ
ん
な

ど
新
任
の
方
々
や
退
任
さ
れ
た

方
々
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ず
れ
の
方
々
の
紹
介
、
挨
拶

も
自
己
紹
介
と
い
う
ざ
っ
く
ば

ら
ん
な
形
式
で
、
し
か
も
会
食

を
し
な
が
ら
の
進
行
で
し
た
。

新
・
旧
の
方
の
紹
介
の
後
に
は

今
回
の
参
加
者
が
そ
れ
ぞ
れ
に

自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
が
、

順
不
同
で
席
順
も
関
係
な
い
、

次
に
誰
が
あ
た
る
か
わ
か
ら
な

い
自
己
紹
介
方
式
に
会
場
は
笑

い
に
包
ま
れ
ま
し
た
。
長
く
そ

の
役
職
に
あ
る
方
も
い
れ
ば
、

な
っ
た
ば
か
り
で
慣
れ
な
い
方

も
い
ま
し
た
が
各
自
交
流
し
、

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
楽
し
い
歓
送
迎
会
と
な
り
ま

し
た
。

今
宿
駅
前
マ
ル
シ
ェ
「
今
宿
じ
ゃ

ナ
イ
ト
！？
」
の
推
進
と
充
実
を

進
め
る
、
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
波
多
江
理
事
長
か
ら
は
「
コ

ロ
ナ
禍
か
ら
正
常
化
が
進
み
つ

つ
あ
る
中
、
人
・
物
の
往
来
が

今
以
上
に
活
発
に
な
っ
て
い
く

と
推
測
さ
れ
、
地
域
と
共
に
活

動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
の

計
画
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

て
き
た
地
域
を
さ
ら
に
も
り
あ

げ
て
い
き
た
い
と
意
気
込
み
を

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
代
議
員
数
１
１
０

名
に
対
し
、
出
席
１
０
６
名
（
委

任
状
を
含
む
）
で
開
催
要
件
に

達
し
て
お
り
、
総
代
会
の
成
立

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
総
代
会
で
は
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
令
和
５
年
度
の

活
動
が
開
始
と

な
り
ま
し
た
。

総
代
会
で
自
治

協
議
会
の
広
報

に
つ
い
て
相
談

が
よ
せ
ら
れ
、

地
域
の
皆
さ
ん

に
広
く
届
く
媒

体
と
し
て
今
宿

タ
イ
ム
ズ
を
よ

り
一
層
活
用
し

て
い
き
た
い
と

締
め
く
く
ら
れ

ま
し
た
。

　
10
時
に
矢
野
副
会
長
の
司
会

進
行
で
総
代
会
が
始
ま
り
ま
し

た
。
代
議
員
１
９
４
名
で
当
日

出
席
者
24
名
を
含
め
出
席
者
は

１
７
１
名
で
、
岩
尾
横
浜
西
町

内
会
長
が
成
立
宣
言
を
行
い
ま

し
た
。
議
長
は
久
保
市
住
町
内

会
長
が
選
ば
れ
、
議
事
が
進
め

ら
れ
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
で
、

事
業
報
告
等
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
公
民
館
前
の
市
住
跡
地
の

利
用
方
法
に
つ
い
て
は
マ
ン

ホ
ー
ル
ト
イ
レ
な
ど
防
本
拠
点

に
ふ
さ
わ
し
い
避
難
場
所
と
し

て
活
用
が
で
き
る
公
園
に
し
て

ほ
し
い
と
の
要
望
が
あ
り
ま
し

た
。
ほ
か
の
質
問
は
な
く
賛
成

多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

２
号
議
案
の
自
治
協
役
員
案
、

３
号
議
案
の
令
和
５
年
度
事
業

計
画
・
予
算
に
つ
い
て
も
賛
成

多
数
で
原
案
通
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
す
べ
て
の
議
案
審
議
が
終
了

し
議
長
降
壇
後
に
功
労
者
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
髙
松
会
長

の
代
読
で
、
野
田
西
二
町
内
会

長
に
西
区
長
か
ら
の
感
謝
状
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
５
月
８
日
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ

の
第
５
類
移
行
を
目
前
に
、
ふ

れ
あ
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実

や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
に
よ
り
、

校
区
目
標
「
安
全
安
心
で
暖
か

い
温
も
り
の
あ
る
玄
洋
校
区
」

の
活
動
推
進
を
よ
り
強
く
感
じ

た
令
和
５
年
度
玄
洋
校
区
総
代

会
で
し
た
。

▲ 髙松自治会長のあいさつの様子

▲ 令和５年度今宿総代会の様子

▲ １年生と６年生で仲良く手をつないで！！

▲ 長垂公園で楽しいお弁当

▲ 来賓多数が臨席の中での総会の様子

▲ 議案審議の玄洋校区自治協議会総代会

ラブアース・
クリーンアップ２０２３

【日時】2023年６月11日（日）

 9：00 ～ 10：00

【場所】長垂海浜公園

 （福岡市西区今宿一丁目22）

【会費】無料

【内容】9：00受付開始、9：20開会、

 9：30清掃活動開始、

 10：00終了

【お問合せ先】

　西区西部出張所 市民相談係まで。

　TEL：092-806-9430

　FAX：092-806-6811

玄洋校区自治協総代会を開催玄洋校区自治協総代会を開催玄洋校区自治協総代会を開催
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▲ 今宿青木獅子舞保存会のみなさん

▲ 本番に向けての龍介くん

令和５年度今宿・玄洋団体役員
今宿地区団体役員
●今宿商工業協同組合　TEL・FAX　☎ 806-0373〔事務局〕
理事長
波多江秀剛（ハタエスポーツ）

副理事長
柴田　真人（柴田酒店）

副理事長
篠原　清隆（㈱HEAP89）

専務理事
熊本　和美（司法書士）

理事
陣駒　　悟（㈱西村コンクリート）

理事
横尾　英聡（ダスキン横浜支店）

理事
松㟢　博徳（松古堂印刷㈱）

理事
秋山　寛行（㈱秋山電気商会）

理事
須賀　大介（㈱SALT）

顧問
川上　仁志（川上石油店）

事務員
三浦　千鶴

玄洋校区団体役員
●自治協議会・町内会長
会長
髙松　新也

副会長
矢野　　昇

会計
吉田三千尋

監事
益永　　亮

監事
城園　朝幸

今宿市営住宅町内会会長
久保　智宏

上町町内会会長
西村　陽三

西松原一丁目町内会会長
中峰　秀満

西松原二丁目町内会会長
田村　圭士

西浜町内会会長
八尋　和子

美浜町内会会長
松原　利照

横浜自治会会長
立石　則行

横浜西町内会会長
岩尾　一夫

横浜南町内会会長
豊澤　浩一

横町町内会会長
今村　雅人

●自治協議会部長
総務部部長
矢野　　昇

体育部部長・スポーツ推進委員
安永　桂治

環境推進部部長
中峰　秀満

防災部部長
正本　博士

防犯部部長
松原　利照

交通安全部部長
大鶴　雄司

子ども会・青少年部部長
吉田三千尋

保健福祉部部長
大野美智代

男女共同参画部部長
河本富美子

文化部部長
岩尾　一夫

老人倶楽部部長
今西小枝子
●校区内団体代表（自治協部長を除く）
人権尊重推進協議会会長
髙松　新也

社会福祉協議会会長
松崎　雅義

※第５民協副会長
田中　佳子

校区幹事（第５民協）
平井　邦治

主任児童委員（第５民協）
松﨑　浩美

保護司会代表
井上　優子

更生保護女性会会長
久保ツネヨ

スポーツ推進委員
波多江敦子

少年補導委員
楢崎　正徳

少年補導委員
折元　高哉

少年補導委員
北島光太郎
●玄洋公民館
館長
赤瀬　　清

主事
岩間　恵美

事務補助員
佐々木陽子

事務補助員
松本　仁美

事務補助員
宗　　和子

事務補助員
中原　裕子

事務補助員
大原　秀太

※第５民協：西区第５地区民生委員児童委員協議会

今宿校区団体役員
●自治協議会
会長
吉村　　悟

副会長
渡辺　清嗣

事務局長
坂本　宣由

会計
小田　忠之

担当役員
宮本　和浩

担当役員
三角　秀幸

監事
木藤　和男

監事
梶原　義勝

委員（上ノ原町内会長）
吉積　眞一

委員（青木町内会長）
渡辺　清嗣

委員（青木市住町内会長）
宮本　和浩

委員（谷町内会長）
隈本　芳晴

委員（東２町内会長）
國友　利晴

委員（東町町内会長）
瀧井　洋輔

委員（駅前１町内会長）
板屋　稔孝

委員（長垂町内会長）
坂本　宣由

〈専門部会長〉
スポーツ振興部会
宮本　和浩

青少年育成部会
伊藤　純仁

子ども会育成部会
春日野　済

男女共同参画部会
松本真理子

交通安全推進部会
渡辺　彰三

防犯・防災部会
隈本　芳晴

保健福祉部会
岩田　収子

環境衛生部会
瀧井　洋輔

文化部会
板屋　稔孝

●校区内団体代表
人権尊重推進協議会会長
吉村　　悟

自主防災会会長
隈本　芳晴

社会福祉協議会会長
渡辺　勝利

※第5民協会長
金ヶ江ヤエ子

校区幹事・主任児童委員（第５民協）
稲月　晶子

保護司会代表
長谷川雅寛

更生保護女性会会長
薦田　智子

スポーツ推進委員
中島　　清

スポーツ推進委員
松尾美枝子

少年補導委員
野上　竜子

少年補導委員
藤田　昌郁

少年補導委員
越智　信彰

老人クラブ連絡会代表
友池　哲夫
●今宿公民館
館長
藤井　初巳

主事
三島　美紀

事務補助員
縄手　光世

事務補助員
三角　小雪

事務補助員
伊藤　英治

事務補助員
彌中　操子

事務補助員
脇山　茂男

※第５民協：西区第５地区民生委員児童委員協議会

　
今
宿
青
木
獅
子
舞
保
存
会
の

最
年
少
メ
ン
バ
ー
は
、
今
宿
小

学
校
５
年
生
の
小
毛
田
龍
介
く

ん
で
す
。
月
１
回
の
練
習
に
つ

い
て
、「
獅
子
舞
保
存
会
の
大
人

が
み
ん
な
、
優
し
く
教
え
て
く

れ
る
事
や
、
い
つ
も
最
後
に
お

菓
子
と
か
ジ
ュ
ー
ス
を
用
意
し

て
く
れ
て
い
る
の
が
と
て
も
う

れ
し
い
で
す
。」
と
龍
介
く
ん
。

「
伝
統
芸
能
を
引
き
継
い
で
る

こ
と
を
、
龍
介
は
誇
り
に
思
っ

て
い
る
よ
う
で
す
」
と
語
る
父

和
久
さ
ん
も
、
い
っ
し
ょ
に
練

習
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
一
時
途
絶
え
な
が
ら
も
、
昭

和
50
年
に
再
復
活
し
た
今
宿
青

木
獅
子
舞
保
存
会
は
、
昭
和
52

年
、「
福
岡
市
無
形
民
俗
文
化
財
」

に
指
定
さ
れ
、
今
に
続
い
て
い

ま
す
。

　
地
域
の
文
化
を
継
承
す
る
活

動
に
関
心
が
あ
る
方
は
問
い
合

わ
せ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
問
い
合
わ
せ
先
は
、

　
会
長
　
柴
田
康
幸

０
９
０

－

８
８
３
４

－

８
３
２
８

　
ま
で

　
保
存
会
に
つ
い
て
詳
し
い
記

事
は
、
今
宿
う
み
や
ま
ひ
と
の

Ｈ
Ｐ
の
今

宿
の
も
の

が
た
り
に

掲
載
中
。



も
ら
え
る
こ
と
で
自
分
だ
け
の

プ
レ
イ
を
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。

す
ご
く
楽
し
い
で
す
。

　
二
人
目
は
、
二
年
間
担
任
の

学
校
の
先
生
で
す
。
最
初
は
、

こ
わ
い
先
生
だ
と
思
っ
て
い
た

け
ど
三
十
年
間
先
生
を
し
て
い

て
豆
知
識
も
豊
富
だ
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た

り
勉
強
も
分
か
り
や
す
く
て
す

ご
く
い
い
先

生
で
す
。

　
ぼ
く
は
こ

の
二
人
の
先

生
に
出
会
え

て
よ
か
っ
た

で
す
。

　
ぼ
く
に
は
二
人
の
先
生
が
い

ま
す
。

　
一
人
目
の
先
生
は
ぼ
く
の

習
っ
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
の
先
生

で
す
。
サ
ッ
カ
ー
の
先
生
は

す
ご
く
や
さ
し
く
て
す
ぐ
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
に
な
じ
め
た
り
、

先
生
と
も
す
ぐ
仲
良
く
な
れ
た

り
し
ま
し
た
。
し
か
も
、
自
由

に
サ
ッ
カ
ー
を
プ
レ
イ
さ
せ
て

く
れ
る
の
で
学
校
に
行
く
の
が

楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。

　
ぼ
く
が
め
り
は
り
が
あ
る
と

思
っ
た
の
は
、
昼
休
み
や
中
休

み
の
後
も
し
っ
か
り
勉
強
を
教

え
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
ま
だ

本
格
的
に
は
怒
ら
れ
て
は
い
ま

せ
ん
が
、
本
気
で
怒
っ
た
ら
怖

そ
う
で
す
。
で
も
、
気
持
ち
的

に
は
怖
い
よ
り
優
し
さ
の
方
が

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
ぼ
く
は
こ
の
一
年
間
が
と
て

も
楽
し
み
で
す
。

　
ぼ
く
の
先
生
は
、
や
さ
し
く

て
め
り
は
り
が
あ
る
人
で
す
。

な
ぜ
な
ら
授
業
中
に
お
も
し
ろ

い
話
を
し
て
皆
を
笑
わ
せ
て
く

れ
る
か
ら
で
す
。
先
生
の
子
ど

も
や
家
族
の
話
を
聞
く
の
が
好

き
で
す
。
た
と
え
ば
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
に
実
家
に
行
っ
て

家
に
あ
る
シ
ョ
ベ
ル
カ
ー
に
子

ど
も
も
自
分
も
乗
っ
て
楽
し

か
っ
た
事
な
ど
を
話
し
て
く
れ

ま
す
。
そ
ん
な
話
を
毎
日
し
て

今
宿
小
学
校
５
年
生

田た

崎ざ
き　
誠ま

こ
と人

さ
ん（
東
２
）

玄
洋
小
学
校
５
年
生

斉さ
い

藤と
う　
柚ゆ

ず

貴き

さ
ん（
横
浜
西
）

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
５
ク

ラ
ス
み
ん
な
で
サ
ツ
マ
イ
モ
の

収
穫
ま
で
挑
戦
し
ま
す
。

　
サ
ツ
マ
イ
モ
の
植
え
付

け
は
初
め
て
だ
っ
た
よ
う

で
、
想
像
と
違
う
苗
の
姿

に
興
奮
し
な
が
ら
、
植
え

付
け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　
帰
り
道
で
は
、
今
日
教

え
て
も
ら
っ
た
サ
ツ
マ
イ

モ
の
秋
ま
で
の
成
長
の
様

子
や
、
道
中
の
自
然
が
子

　
５
月
10
日
イ
シ
キ
ヨ
フ
ァ
ー

ム
さ
ん
で
今
宿
小
学
校
２
年
生

の
サ
ツ
マ
イ
モ
植
え
体
験
が
行

　
今
宿
郵
便
局
前
を
流
れ
る
松

本
川
を
覗
い
て
び
っ
く
り
。
小

さ
な
砂
利
を
引
き
詰
め
た
よ
う

に
、
細
長
い
小
さ
な
貝
が
び
っ

し
り
い
ま
し
た
。
小
さ
な
大
量

の
貝
は
、
ホ
タ
ル
の
幼
生
が
食

べ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
「
カ
ワ

ニ
ナ
」
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
宿
の
七
寺
川
上
流
は
、
ホ

タ
ル
の
生
息
地
で
５
月
下
旬
か

ら
６
月
中
旬
に
ホ
タ
ル
を
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
生
息
地
で

あ
る
こ
の
川
に
は
当
然
で
す
が

カ
ワ
ニ
ナ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
意
外
な
こ
と
に
三
菱

電
機
西
門
付
近
よ
り
西
に
流
れ

る
江
ノ
口
川
や
郵
便
局
前
の
松

本
川
に
も
カ
ワ
ニ
ナ
を
見
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
ニ
ナ
に
は
海
岸
に
生
息
し
て

い
る
ウ
ミ
ニ
ナ
も
い

ま
す
。
松
本
川
は
、

海
水
も
流
れ
込
ん
で

い
る
た
め
に
カ
ワ
ニ

ナ
か
ウ
ミ
ニ
ナ
か
は

不
明
で
す
。
ネ
ッ
ト

で
検
索
し
た
写
真
で

は
、

ウ

ミ

ニ

ナ

は

白
っ
ぽ
く
、
カ
ワ
ニ

ナ
は
黒
っ
ぽ
い
も
の

で
、
松
本
川
の
ニ
ナ

も
同
じ
よ
う
な
色
だ
っ
た
の
で

も
し
か
す
る
と
両
方
の
ニ
ナ
が

生
息
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

　
カ
ワ
ニ
ナ
を
調
べ
る
時
に
、

ホ
タ
ル
の
こ
と
で
驚
い
た
話
が

あ
り
ま
す
。
光
を
放
ち
飛
ん
で

▲ 松本川に生息する大量のカワニナ

　
益
軒
の
業
績
と
そ
の
人
生

　
貝
原
益
軒
が
著
し
た
著
書
は

多
数
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
な

し
得
た
要
因
の
ひ
と
つ
は
益
軒

が
長
生
き
し
た
こ
と
に
あ
る
で

し
ょ
う
。
こ
の
時
代
に
あ
っ
て

85
歳
の
天
寿
を
全
う
し
ま
し
た
。

益
軒
が
著
し
た
著
作
の
代
表
の

ひ
と
つ
が
『
養
生
訓
』
全
８
巻

で
す
。
こ
の
本
の
最
終
的
な
完

成
は
彼
が
84
歳
の
時
、
没
年
の

前
年
で
し
た
。
こ
の
書
は
中
国

書
を
基
に
作
成
さ
れ
ま
し
た
が
、

益
軒
が
自
ら
試
み
て
効
果
が

あ
っ
た
こ
と
は
臆お

く

説せ
つ

で
あ
っ
て

も
記
し
、
特
に
飲
食
、
用
薬
に

つ
い
て
は
修
正
を
加
え
た
と
資

料
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
藩
命
に

よ
り
『
黒
田
家
譜
』

を
編
纂
。
こ
れ
は
主

と
し
て
藩
祖
・
孝
高

（
官
兵
衛
）、
初
代

長
政
の
事
績
を
記
し

た
も
の
で
す
。
中
津

市
歴
史
博
物
館
で
行

わ
れ
た
企
画
展
の
冊

子
の
中
に
『
黒
田
家

譜
』
が
紹
介
さ
れ
て

お
り
、「
…
中
で
も
一

揆
の
盟
主
に
担
が
れ
た
宇
都
宮

（
城
井
）
鎮
房
は
屈
強
な
武
士

と
し
て
描
か
れ
、
そ
の
誅
殺
場

面
は
生
々
し
い
」
と
書
か
れ
て

い
ま
し
た
。
単
な
る
家
の
系
譜

に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
事
を
探
求

し
、
そ
れ
を
文
章
に
す
る
彼
の

丁
寧
な
仕
事
ぶ
り
が
わ
か
り
ま

す
。
黒
田
官
兵
衛
、
長
政
親
子

を
扱
っ
た
小
説
や
映
画
、
Ｔ
Ｖ

ド
ラ
マ
な
ど
に
こ
の
本
が
参
考

に
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
益
軒
と
い
え
ば
『
筑

前
続
風
土
記
』
の
編
纂
で
す
。

こ
の
タ
イ
ム
ズ
で
も
今
宿
の
歴

史
や
史
跡
を
扱
っ
た
原
稿
を
書

く
と
き
に
何
度
参
考
に
し
た
で

し
ょ
う
。
藩
命
を
受
け
、
藩
内

に
隈
な
く
足
を
運
ん
で
ま
と
め

た
本
は
元
禄
16
年（
１
７
０
３
）、

藩
主
綱
政
へ
献
上
さ
れ
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
今
ま
で
「
益
軒
」

と
い
う
名
前
を
使
っ
て
き
ま
し

重
用
し
て
く
れ
た
先
の
藩
主
光

之
が
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
資
料
を
抜
粋

す
る
と
「
…
益
軒
が
こ
こ
に

肩
の
荷
を
下
ろ
し
心
機
一
転
を

計
っ
た
も
の
と
考
え
る
の
も
ま

こ
と
に
当
を
得
て
い
る
。
こ
う

し
た
損
軒
か
ら
益
軒
へ
の
改
号

が
『
易
経
』
の
損
益
の
卦け

に
よ
っ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
す
で
に

古
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る
」

　
益
軒
は
中
国
の
『
易
経
』
に

も
精
通
し
て
い
ま
し
た
。

　
貝
原
家
に
は
今
も
益
軒
が
『
易

経
き
ょ
う

』
に
使
っ
た
筮

※
１
ぜ
い
ち
く竹

が
遺
さ
れ

て
い
て
、
彼
の
日
記
に
は
下
男

の
採
用
に
関
し
て
こ
れ
で
占
っ

て
い
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
改
号
に
も
深
い
理
由
が
隠

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
最
後
に
私
生
活
に
つ
い
て
触

れ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
益
軒
の
結
婚
は
大
変
遅
く
、

た
が
、
実
は
「
益
軒
」
と
い
う

号
を
使
い
始
め
た
の
は
78
歳
と

か
な
り
晩
年
に
な
っ
て
か
ら
の

こ
と
で
す
。
人
生
60
年
と
言
わ

れ
た
こ
の
時
代
に
あ
っ
て
78
歳

に
な
っ
て
の
改
号
は
そ
れ
な
り

の
理
由
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

　
こ
こ
で
名
前
の
変
遷
に
つ
い

て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
貝
原
益
軒
は
父
寛
斎
と
母
ち

く
の
５
男
（
長
男
は
早
世
）
に

生
ま
れ
て
か
ら
、
幼
名
は
助
三

郎
、
後
に
久
兵
衛
と
呼
ば
れ
、

諱い
み
な

は
篤あ

つ

信の
ぶ

、
字

あ
ざ
な

は
子し

誠せ
い

、
号
は

損
軒
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。
浪

人
中
に
は
医
者
で
身
を
立
て
よ

う
と
柔
斎
と
名
乗
っ
て
い
た
時

期
も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
最
晩

年
に
な
っ
て
か
ら
益
軒
と
名
乗

り
ま
し
た
。

　
調
べ
る
と
、
改
号
し
た
時
期

に
浪
人
中
に
自
分
を
見
い
だ
し

寛
文
８
年
（
１
６
６
８
）
39
歳

の
時
で
し
た
。
22
歳
年
下
の
秋

月
藩
藩
士
江
崎
弘
道
の
娘
を
娶

り
ま
し
た
。
浪
人
時
代
に
は
嫁

を
も
ら
う
余
裕
は
な
か
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
と
も
勉
学

に
打
ち
込
む
日
々
に
忙
殺
さ
れ

婚
期
を
逃
し
て
し
ま
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。
２
人
の
間
に
は
子
ど

も
は
な
く
、
兄
の
子
を
養
子
に

し
て
貝
原
家
を
継
が
せ
ま
し
た
。

　
正
徳
３
年
（
１
７
１
３
）
に

妻
が
亡
く
な
る
と
そ
れ
を
追
う

よ
う
に
正
徳
４
年
（
１
７
１
４
）

８
月
27
日
に
益
軒
は
そ
の
長
い

生
涯
を
終
え
ま
し
た
。

　
今
は
中
央
区
金
龍
時
に
夫
婦

の
お
墓
が
並
ん
で
建
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

※
『
養
生
訓
』
よ
り
現
代
に
も

通
じ
る
養
生
法
を
３
つ
ご
紹
介

い
た
し
ま
す
（
現
代
語
訳
）

「
怒
り
や
心
配
を
減
ら
し
て
心

を
穏
や
か
に
保
つ
」

「
食
事
は
食
べ
過
ぎ
ず
、
毎
日

自
分
に
あ
っ
た
適
度
な
運
動
を

す
る
の
が
よ
い
」

「
お
金
の
あ
る
、
な
い
に
関
係

な
く
自
分
な
り
の
楽
し
み
を

持
っ
て
生
活
す
る
」

※
１
　
筮
竹
と
は
易
占
い
の
時

に
使
用
す
る
竹
ひ
ご
の
よ
う
な

も
の
で
、
古
く
は
蓍

め
と
ぎ

と
い
う
草

の
茎
を
使
用
し
て
い
た
。

　
参
考
文
献

　
井
上
忠
著
「
貝
原
益
軒
」
他

（
田
中
）

▲ 益軒夫妻の墓（金龍寺）

い
る
ホ
タ
ル
の
成
虫
は
、「
口
が

退
化
し
て
食
事
が
で
き
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
す
。
幼
虫
の
時

に
蓄
え
た
栄
養
で
２
週
間
程
度

し
か
生
き
ら
れ
な
い
よ
う
で
す
。

美
し
く
、は
か
な
い
一
生
で
す
ね
。

（
Ｃ
・
Ｒ
）

ど
も
た
ち
の
話
題
で
し
た
。

　
自
然
に
恵
ま
れ
た
特
色
が
の

こ
る
今
宿
校
区
で
、
街
中
を
あ

る
く
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
。

賑
や
か
で
明
る
い
校
区
の
様
子

が
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

徳
とく
安
やす
　結

ゆ
衣
い

ちゃん（１才４ヵ月）
裕
ゆう

輔
すけ

・奈
な

央
お

さんご夫妻の
お子さん� （横浜）

☆�元気ですくすく、
　�これからもたくさんの笑顔を見せて
ね!!

☆�いつも可愛い笑顔をありがとう。
　これからも一緒に沢山遊ぼうね！

竹
たけ
尾
お
　　顕

あらた

ちゃん（１才５ヵ月）
匡
まさし
史・晃

こう
子
こ

さんご夫妻の
お子さん� （長垂）

(3) 令和５年（2023年）６月１日第489号



(4)令和５年（2023年）６月１日 第489号

砂
を
は
た
く
が
骨
に
異
常
は
無

さ
そ
う
だ
。
膝
は
ジ
ン
ジ
ン
す

る
が
、
明
日
筋
肉
痛
に
な
る
位

か
と
考
え
て
「
大
丈
夫
」
と
答

え
た
。
仕
事
に
も
間
に
合
い
ほ
っ

と
し
た
の
も
つ
か
の
間
。
私
は

本
当
に
甘
か
っ
た
。
２
時
間
も

し
な
い
う
ち
に
立
っ
て
い
る
の

も
辛
く
な
っ
た
。
痛
み
が
増
し

結
局
早
退
し
て
足
を
引
き
ず
り

乍
ら
病
院
へ
行
く
事
に
な
っ
た
。

診
察
で
靴
を
脱
ぐ
事
も
ま
ま
な

ら
な
い
。
最
後
は
履
か
せ
て
も

ら
っ
て
感
謝
と
恥
ず
か
し
さ
が

入
り
混
じ
る
。
炎
症
が
酷
く
感

染
症
の
疑
い
も
あ
る
と
の
事
で
、

全
て
の
検
査
が
終
わ
り
病
院
を

出
る
ま
で
に
３
時
間
か
か
っ
た
。

　
そ
の
時
私
は
、
仕
事
に
行
こ

う
と
駐
車
場
ま
で
の
歩
道
を
数

歩
進
ん
だ
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
い

い
天
気
だ
な
と
思
っ
た
そ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
「
ワ
ァ
ワ
ァ
」
と

叫
び
声
が
真
後
ろ
か
ら
聞
こ
え

て
き
た
。「
何
」
と
振
り
向
く
間

も
な
く
突
き
飛
ば
さ
れ
て
膝
か

ら
倒
れ
た
。
声
も
出
な
い
。
空

を
舞
っ
た
バ
ッ
グ
か
ら
落
ち
た

車
の
鍵
が
、
ゆ
っ
く
り
と
歩
道

を
滑
る
。
強
度
の
感
情
反
応
が

生
じ
た
時
、
物
事
が
ス
ロ
ー
モ
ー

シ
ョ
ン
で
見
え
る
事
を
タ
キ
サ

イ
キ
ア
現
象
と
い
う
ら
し
い
。

こ
れ
ま
さ
に
そ
う
で
し
ょ
等
と

呑
気
に
し
て
る
場
合
じ
ゃ
な
い
。

回
り
を
確
認
す
る
と
横
に
外
国

人
の
人
と
倒
れ
た
自
転
車
１
台
。

つ
ま
り
私
は
自
転
車
に
は
ね
ら

れ
た
の
だ
ろ
う
。「
ダ
イ
ジ
ョ
ー

ブ
？
イ
タ
イ
？
ビ
ョ
ー
イ
ン
？
」

と
聞
か
れ
る
。
立
ち
上
が
っ
て

体
力
が
な
い
と
松
葉
杖
も
難
し

い
事
も
初
め
て
知
っ
た
。
と
り

あ
え
ず
歩
け
る
ま
で
に
３
日
。

痛
み
な
く
立
ち
上
が
れ
る
ま
で

に
２
週
間
以
上
が
必
要
だ
っ
た
。

こ
ん
な
事
、
笑
い
話
に
で
も
し

な
い
と
や
っ
て
ら
れ
な
い
。
そ

し
て
つ
く
づ
く
思
っ
た
。
も
う

若
く
な
い
。
転
べ
ば
大
怪
我
に

な
る
。
物
忘
れ
が
続
く
と
認
知

症
を
疑
い
、
食
べ
物
を
喉
に
詰

ま
ら
せ
そ
う
に
な
っ
た
り
、
咳

が
止
ま
ら
な
く
て
苦
し
く
な
る

と
「
死
ぬ
の
か
」
と
不
安
が
頭

を
よ
ぎ
る
。
仕
方
な
い
。
日
々

の
様
々
な
こ
と
に
少
し
ず
つ
折

り
合
い
を
つ
け
な
が
ら
今
と
向

き
合
う
。
だ
か
ら
普
通
で
い
ら

れ
る
事
の
幸
せ
を
知
っ
て
い
る

つ
も
り
だ
。
一
日
一
日
を
丁
寧

に
過
ご
し
て
い
こ
う
。

　
そ
し
て
何
よ
り
「
後
ろ
」
に

は
気
を
つ
け
よ
う
。 

（
R
）

　
４
月
24
日
（
月
）、
午
前
10
時

よ
り
、
き
ら
き
ら
サ
ロ
ン
の
開

講
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
き
ら
き
ら
サ
ロ
ン
は
未
就
学

の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
の
集

い
の
場
と
し
て
月
に
２
回
ほ
ど

玄
洋
公
民
館
で
開
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
日
は
今
年
度
最
初
の

サ
ロ
ン
と
い
う
こ
と
で
10
組
の

親
子
と
５
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
最
初
に
赤
瀬
公
民
館

館
長
の
挨
拶
、
き
ら
き

ら
サ
ロ
ン
代
表
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
続
い
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、
オ

カ
リ
ナ
や
鉄
琴
の
演
奏

で
「
き
ら
き
ら
サ
ロ
ン

の
テ
ー
マ
」「
さ
ん
ぽ
」

「
ブ
ン
ブ
ン
ブ
ン
」
の

曲
を
聴
い
た
り
、
歌
っ

た
り
、
輪
唱
し
た
り
し

て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
の
後
は
サ
ロ
ン
の
お
も

ち
ゃ
で
遊
ん
だ
り
、
マ
マ
同
士

で
交
流
し
た
り
、
ま
た
公
民
館

の
あ
す
な
ろ
文
庫
で
絵
本
を
借

り
た
り
と
自
由
に
過
ご
し
12
時

に
終
了
し
ま
し
た
。

※
開
催
日
時
等
に
つ
い
て
は
毎

月
の
玄
洋
公
民
館
だ
よ
り
に

載
っ
て
い
ま
す
。

玄
洋
公
民
館
☎︎
８
０
６-

９
８
１
１

山
峡
の
湯
宿
筍
づ
く
し
か
な 

荻
野
　
春
子

窓
開
け
て
オ
ー
シ
ャ
ン
ビ
ュ
ー
や
初
夏
の
風

初は
つ

夏な
つ

の
風
は
甘
し
と
父
白
寿 

菊
池
千
代
子

筍
や
妣は

は

の
レ
シ
ピ
の
う
す
み
ど
り

初
物
の
筍
め
し
で
客
迎
え 

斉
藤
寿
賀
子

筍
の
向
き
確
か
め
て
一
打
せ
り

児
等
の
声
も
つ
れ
は
じ
け
て
初
夏
の
空 

新
藤
　
房
江

肺
胞
の
奥
ま
で
浄
む
初
夏
の
風

初は
つ

夏な
つ

の
思
ひ
切
っ
た
る
髪
の
色 

石
井
　
靖
子

名
人
の
一
鍬
筍
目
覚
め
け
り

　
　
　
　
　 

◇ 

　
　
　
　
　

　
新
緑
の
美
し
い
風
薫
る
五
月
。
美
味
し
い
竹
の
子
は
初

夏
の
味
で
す
ね
。

※
妣は

は

↓
亡
き
し
母

初夏

筍

　
次
の
方
々
か
ら
香
典
返
し
と

し
て
多
額
の
ご
寄
付
を
賜
わ

り
、 

有
難
く
拝
受
い
た
し
ま
し

た
。 

故
人
や
ご
遺
族
の
ご
意
志
に
そ
い
、 

校
区
の
福
祉
事
業
の

浄
財
と
し
て
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
存
じ
ま
す
。 

こ
こ
に
、 

謹
ん
で
故
人
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
と
と
も

に
、 

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

永
翁
　
英
剛
　
様
（
横
　
浜
）
よ
り 

故
ご
母
堂
　
幸
智
子
　
様

玄
洋
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

　
心
が
ウ
キ
ウ
キ
す
る
春
に
な

り
ま
し
た
。
お
弁
当
を
持
っ
て

ド
ラ
イ
ブ
や
花
見
な
ど
外
出
の

機
会
が
増
え
ま
す
ね
。
お
弁
当

箱
を
開
け
る
と
、
お
か
ず
な
ど

の
仕
切
り
と
し
て
緑
色
の
仕
切

り
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
緑
色
の

仕
切
り
は
「
ハ
ラ
ン
」
で
す
か
「
バ

ラ
ン
」
で
す
か
？

　
ン
十
年
前
の
お
弁
当
に
は
庭

で
取
っ
て
き
た
「
ハ
ラ
ン
」
と

い
う
大
き
な
葉
っ
ぱ
を
切
っ
て

仕
切
り
に
使
っ
て
い
ま
し
た
。

最
近
で
は
、「
バ
ラ
ン
」
と
い
う

緑
色
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
仕
切
り

を
使
っ
て
い
ま
す
。
な
ん
で
、「
ハ

ラ
ン
」
で
作
っ
た
弁
当
仕
切
り

と
同
じ
よ
う
な
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

仕
切
り
が
「
バ
ラ
ン
」
な
ん
だ

ろ
う
。

　
「
ハ
ラ
ン
」
は
年
中
大
き
な

葉
が
き
れ
い
な
常
緑
多
年
草
で
、

▲ サロンを楽しむママと子ども達♥

▲ 総苞片にガクがない日本固有種タンポポ

九
州
南
部
の
島
々
に

自
生
し
て
い
る
日
本

原
産
の
植
物
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
な
ど
に
伝
わ

り
広
く
栽
培
さ
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で

す
。
蘭
の
よ
う
な
形

の
葉
で
大
き
い
こ
と

か
ら
、
中
国
で
は
バ

ラ
ン
（
馬
蘭
）
と
名

付
け
ら
れ
日
本
に
伝

わ
っ
た
よ
う
で
す
。
江
戸
時
代

に
清
音
化
し
て
「
ハ
ラ
ン
（
葉

蘭
）」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ハ
ラ
ン
」
に
は
殺
虫
作
用

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
皿
に
敷

い
た
り
し
て
防
腐
や
消
臭
効
果

を
活
か
し
て
い
ま
す
。
和
食
や

寿
司
屋
で
は
、
ハ
ラ
ン
の
葉
を

切
っ
て
料
理
の
仕
切
り
や
飾
り

　
５
月
８
日
の
朝
ド
ラ
「
ら
ん

ま
ん
」
に
で
て
き
た
花
は
タ
ン

ポ
ポ
。「
あ
！
こ
の
タ
ン
ポ
ポ
は

日
本
固
有
種
の
カ
ン
ト
ウ
タ
ン

ポ
ポ
じ
ゃ
な
い
？
」

　
現
在
の
朝
ド
ラ
は
植
物
学
者

の
牧
野
富
太
郎
氏
を
モ
デ
ル
に

し
て
い
ま
す
。
５
月
８
日
に
主

人
公
万
太
郎
（
富
太
郎
）
が
東

京
に
着
い
て
道
端
で
見
つ
け
た

花
は
タ
ン
ポ
ポ
で
し
た
。

　
こ
の
タ
ン
ポ
ポ
は
、
現
在
ほ

と
ん
ど
の
人
が
見
て
い
る
花
の

下
の
部
分
が
反
り
返
っ
て
い
る

（
ガ
ク
の
あ
る
）
西
洋
タ
ン
ポ

ポ
で
は
な
く
、
日
本
固
有
種
の

「
カ
ン
ト
ウ
タ
ン
ポ

ポ
」と
思
わ
れ
ま
す
。

日
本
固
有
種
の
黄
色

い
タ
ン
ポ
ポ
は
、
場

所
に
よ
り
名
前
が
違

い
、
花
の
形
も
違
い

ま
す
。
朝
ド
ラ
の
タ

ン
ポ
ポ
は
ガ
ク
が
な

く
、
総
苞
片
（
そ
う

ほ
う
へ
ん
・
花
の
し

た
の
緑
の
部
分
）
が

丸
い
お
椀
型
の
カ
ン

ト
ウ
タ
ン
ポ
ポ
。
そ

に
使
用
し
て
い
ま
す
。

近
年
、
折
詰
や
刺
身
に

緑
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

仕
切
り
が
使
わ
れ
て
い

ま
す
が
、「
人
造
ハ
ラ

ン
」
か
ら
変
化
し
て
「
バ

ラ
ン
」
に
な
っ
た
よ
う

で
す
。

　
さ
あ
、
バ
ラ
ン
を

使
っ
た
お
弁
当
を
持
っ

て
お
花
見
だ
！

 

（
Ｃ
・
Ｒ
）

2023年６月21日（水）

13：30〜 16：00

マルショク今宿店

みなさんの善意の献血が、
尊い命を救います。

月
日
　
時
間
　
場
所

献血献血ののお願いお願い

れ
に
対
し
て
カ
ン
サ
イ
タ
ン
ポ

ポ
は
細
長
い
コ
ッ
プ
型
を
し
て

い
ま
す
。

　
植
物
学
者
が
モ
デ
ル
の
ド
ラ

マ
な
の
で
使
用
す
る
花
も
、
時

代
や
場
所
に
マ
ッ
チ
し
た
も
の

を
使
用
し
て
い
る
の
だ
な
と
感

じ
ま
し
た
。
さ
す
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
！

　
福
岡
市
で
は
現
在
も
福
岡
城

址
や
西
公
園
で
日
本
固
有
種
の

タ
ン
ポ
ポ
を
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
今
宿
・
横
浜
で
も
カ
ン

サ
イ
タ
ン
ポ
ポ
や
シ
ロ
バ
ナ
タ

ン
ポ
ポ
が
見
ら
れ
ま
す
。

　
植
物
学
を
テ
ー
マ
に
し
て
い

る
朝
ド
ラ
「
ら
ん
ま
ん
」
に
製

作
者
の
心
を
感
じ
ま
し
た
。

 

（
Ｃ
・
Ｒ
）

※ ハランの葉と
 プラスチックのバラン
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